
電話

性質分類 開始時期 見直し時期 終期

2 2 小分類番号 1

施策名称

歳出額 歳出額 歳出額

予 算 4,844 4,505 4,010

決 算 4,844 4,505 4,010

達成率 達成率 達成率

95.0% 95.0% 100.0%

○ ○

○ ×

○

○ ○

②補助対象事業の必要性は生じているか ⑥補助率は１／２以内か

③補助事業者は補助目的に対して適切か ⑦補助要綱の終期は適切に設定されているか

④補助事業者は自主財源の確保に取り組んでいるか ⑧補助金による達成度等の推移が維持・向上しているか

×になった項目に
対する改善の取組

それぞれで活動している地域の文化団体などが会員となった連合体として組織を形成していることから、協会
の収入としては会費と補助金のみで、補助率としては1/2を超えているものの、活動実態として、地域の団体
などの個々の事業を換算した総事業費でみると1/2を超えるものではないと考えられる。このため、抜本的な
改善は難しいが、定額補助の金額については削減を図る。

評 価 結 果

補助率　・　補助額　・　補助対象経費　・　補助要件等

評 価 理 由

上記評価の理由　※目標未達成の場合はその改善点も記載すること

市内各地で開催される文化サークル等活動団体の支援により、各地域ででの文化事業振興に寄与し、文化
を通じた市民の地域交流ができている。合併前の旧市町単位で開催されている文化祭等も継続して実施さ
れ、市民が文化に触れる機会を創出でき、文化を通じて地域の活性化が図れているため、金額の削減を図り
つつ公的支援を継続することが妥当とした。
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達 成 率

数値・内容 数値・内容 数値・内容

地域文化祭14地区
伝統文化派遣校16校（19事業）
団体交流事業１回

評

価

欄

（

見

直

し

時

期

に

記

載

）

目 標 未 達 成 の
原 因 分 析

チェック
※該当する
ものに○

①補助対象事業が行政目的達成の手段となっているか ⑤補助対象経費は明確化できているか

改
善

※改善の場合の内容

定額（4,844,000円） 定額（4,505,000円） 定額（4,010,000円）

各地域での文化祭を実施。
市内小中学校にて、伝統文化派遣（ア
ウトリーチ）事業を積極的に実施した。
11月には、長年交流のある石川県小
松市との文化交流事業を実施。

各地域での文化祭を実施。
伝市内小中学校にて、統文化派遣（ア
ウトリーチ）事業を積極的に実施した。
舞台芸術交流祭を10月に開催し、小松
市文化協会との交流事業も実施した。

予算・決算額の推移
（単位：千円）

特定財源 特定財源 特定財源

なし

地域文化祭14地区
伝統文化派遣校18校（20事業）
団体交流事業１回

地域文化祭14地区
伝統文化派遣校18校（20事業）
団体交流事業１回

非数値化されたもの
（客観的な達成状況

を記載）

各地域での文化祭を実施。
伝統文化派遣（アウトリーチ）事業につ
いても積極的に実施した。
舞台芸術交流祭を9月に開催し、小松
市文化協会との交流事業も実施した。

なし なし

なし なし なし

補 助 率

長浜市社会教育関係団体等活動補助金交付要綱

年 度 令和5年度（1年目） 令和6年度（2年目） 令和7年度（3年目）

予 算 科 目
（ 款 ・ 項 ・ 目 ・ 事 業 ）

教育費・社会教育費・生涯学習費・文化芸術活動振興事業費

<目標が数値でない場合の評価方法>

総合計画での位置づけ
政策番号 大分類番号

小分類名称 1 文化・芸術の創造と振興

補助金等評価シート

担 当 課 文化スポーツ課 0749-65-8787

補
助
金
概
要

団体運営補助 平成18年4月1日 令和8年3月31日 －

補 助 金 名 長浜市文化芸術協会補助金

補助率・限度額等 予算の範囲内での定額補助

制 度 概 要

市民の文化芸術活動の支援、文化芸術によるまちづくりの推進を図るための補助金。市内で活動する舞台芸
術、美術、伝統芸能の各団体や公民館サークル等で構成されており、市全体事業を行うほか、旧町単位にあ
る支部で個別に活動を行っている。支部では、地域で合併前に町や教育委員会が開催していた文化祭などの
公益事業を引き継いで実施している。

補 助 金 の 交 付 先 長浜市文化芸術協会

根 拠 法 令 （ 要 綱 等 ）

目 標

本会事業は各地域との交流事業を主とし、文化芸術による長浜市の一体感の醸成を行う。
各地域文化祭の開催（14地区）、学校への伝統文化派遣事業（18校20事業）、文化団体交流事業（年1回）、
新規文化団体奨励事業（最大2件）


